
部e
J
mu
m
叫
日
町
田
賞

〉
印
却
問
賞

〉
刊
訂
回
目
四時同

〉

町〉

印
必
別
〉

引
拍
〉

市
町
〉
8

一

中
日
刊
日
的山

田
明山
口
い

円
η
m
M
い

円
引
お
回
初
剖
い

円

叩円

閉店ω
幻

円

削山
田山

円

6
0
円
－

一

U
町

99
7
8

M
途

〉
万
四
M
m

途

方
4
1
1
2
7

盆
〉
万

ロ
万

n
u
u万

∞

．
∞

一

間
担

m山

総
円
∞

釦
m
mw

1
1
… 1

1
3m

m
円
切

迎

m
巡

l
BY

m
タ

1
タ

一
回

彰
口
組
組
組
組
組
の
万
何
組
組
組
の
万
口
組
組
組
組
組
の
万

モ
掠

〈
タ

〈
ケ

パ
ケ

〈
ケ

一日
間
出
等
お
お
初
お
u
mw
m
符
初
回
初
等
6

等
日
羽
幻
即
応
符
1

持
組

等
組

問叩
4

母
3

符
1

一

ロ
悶

1

1
〈
2

2
〈
3

・
3
〈
4各
5各
6
下

7
下

8
下

一
第
E
マ

マ
マ

マ
．マ
J

マ－
マ

マ

マ

マ

マ

一の申し出に益づき、その年の四一ζの数年国立大学でも九掛川崎、文一ア服、マじlシア閥、タイ括 、

一月以降に突施 。郵送か振り込み一部省のまとめによると米容は五一ベトナム問、ピルマ路、アラピ

一かなど具体的な返還方法は各国一十四大学百三十学部と全国詳大一グ括いベルシャ語11の十九回

一立大学に任せる 。
・

一の約半数が実施を予定してい一一舶にのぼる 。

一
岡管国立大付
望校（計三る 。
豪外大でも蓉から
繁一

紫、
奨学の
留子求人紙

J・
一百六十校）のうち、入学試験の一一札帰国子女入鼠を外国樹 、社会 、一では、外国語の対象務回は英 、

の検討を開始 。大蔵省や国立大一前広抽選を実施して受験生を絞一国捕の三軒目（共通一次鼠験は一独、仏間にスペイン括、ロシア

学同師会と償協を税廿ていた 。
一っている四十一校については 、一免除）でスタートすることにな一胞が加えられている程位 。アジ

文部省によると、二次分一万一抽選不合絡者に受験料の一部を一った 。定員は入学定M金体の
二アの特依田揺をス訴判明白にして

二平円のうち返選されない二平一返すことになった 。

一割程度 。

一いる例は一
般受験生向けの試験

円は 、入鼠案内の郵送料や二段一
同省はとれにかかわる省令そ一
このうち外国語の試験につい一でも例がない 。

階選抜作町民に当てる経路 。
夜間一改正して十四日付の官報で告一ては同校の特色を生かし 、
学税一
聞大与が多彩な冨踏での俗図

部の場合は、七平円のうち六平一示、同時に国立大学計九十五授一が開gcれているすべての密間一子女入臼に踏み切ったのは 、市内

円を返す 。受験料返還は受験生一に通知する 。

一
H Ill－Illi－－－－川一
括凶以外の国か ．Bの帰国子女に

11
1
1

一聞
書
理

念山
872・

一は
罷暗にはたんのうでも
諮

季開眼している十九の信
事一
目

住
地
コ
ル
フ
－一

霊
祭
握
手1
5多く 、

べてで受験できるようにすると一
lili111Illi－－－－一入試前に日本に帰って英樹をわ

とを決めた 。現地描にたんのう一の試験を用窓 、うち一
税目を逃一ざわさ特訓するという京都合が

な翠陶アジア新固などからの純一
窓喜るζとを決めた 。対象は一生じているため 。特に、日本人

間字女の便宜をはかるのがねら一
謡 、フランス略 、イタリア緒、一
学校がない
震途上国からの耐

いで 、欧米志向の強い大学の国一ドイツ話、ロシナ語、スペイン一因子女の場合、
現地胎ができる

際化に転換を促すことにもなり一語、ポルトガル語、中国語、朝一という鈴盟な国間醒そ持っていな

そうだ 。

一鮮樹、モンゴル額、ウルドゥI一がら外閉店試験で帯針ずるとい

帰国子女のための特別入試は一倍、ヒンディl摘、インドネシ一うパターンが目立っている 。

翠京外国昭大学（長率
翠必）一因子女向けの特別丈誌で、
話一目でなくモンゴル
事ヒンディ

は九日 、
柴山甘から始める海外帰一泊の抵験を梨 、仏 、
独随などだ一l裕、ピルマ聞など
同大学が学

国

立

大

入

試
、

門

前

払

い

組

に

官

文部省は九回、
来春の国立大入試から二次鼠験を 砂門前払い々
になった受験生には二次分の受験料を返還することを決めた 。

受験機会が複数他された今混入拡では大抵の受験生がh門
前払いHされたが「尖巡一次しか受けられないのに二次分もとるの

はおかしい」との批判が
強まったため 。二次の受
験制一万二平円（来年度）のうち 、手都き代として二平円そとり、残り一万

円を受験生に返す 。

ー
国立大入訟は一 、二次の変験一り込むこ段階滋援を五十九校百一
これに対し、当初文部省は「一ごている」との顧問院をとっていた

ι一料をそれぞれ出即時に納めるこ一五十九学部が実施 。受験生の七一段階滋
銭も二次試験の一部であ一が、世論や自民党の袈蹄に抑し

〈一とになっており、
来春入試の尚一人に一人にあたるのベ約九万九一り、返送しないと桜前に予zpu一切ら
れ 、今年五月から返還方法

1一合、
書
き
古
さ値上げに一平六百人が ゆ門前
払い。の対象

F一なって一次は一万一平円、一一次一になった 。

同一
空万二平円の計二万三平円 。

一
ζれは一例年の約五平七百人に

均一一
二次試験日程のグループ分目一出ベ十七倍というケタはずれの

m一により、二校以上の受験ができ一数 。二段階巡択になっても受験

U一るようになった今容の国公立大一籾は返送しない制度のため 、一一

勾一入訟では、多くの大学の競争率一次周の受験料として総額約十億

2一が史上段高にふくれ上がった 。一円が国臨に入り、国会でも「た

6一ζのため央通一次の成献によっ一だ取りはひどい」と批判を浴び

和一て二次受験者を一
審
警
妄一た 。
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来春から文部省東外大

タ
扉風」の絡胞を決めた 。「ア

デボイさんの柏町窓に、ふだんは

圏内の誕術館への
寄贈にも慎箆

な袈や家
族も『プレゼントした

ら』と留ってくれた 。蹴
出山解消

に少レでも役立ってくれればと

思う」と 、海を怒る自作を
前に

加山氏はアデボイさんとの
品以後

の打ち合わせに余
念がない 。

アデボ
イさんは「寄贈すると

宮われだ初めは信じられません

でした 。
民術抑制で
大切に
保存し

ます」と目を制かせている 。
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主画伯
米ミズlリ州セントルイスの
加山氏
が谷間ずるのは 、昭和

セントルイス尭術館が十一月に
四十一一一年に作成した「七夕野氏」

改築オープンするのを記念し（六間半双 、高さ一六六・三句 、

て 、日本画僚の加山文造
氏が自
制三七一・四円J） 。金銀箔（は

作の扉風（びょうぶ）絵を答贈
く）をふんだんに使った
優雅な

r
る
こ
と
二
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つ
ヤ
苫

「
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主夢事に笑芸E

うたれ熱意に

交渉役となって二年前から加山

民らと話し合いを続けてきた 。

アデボイさんは本阿弥先悦と俵

昼間述に始まり、尾形光琳らに

受げ継がれた「琳慌」を主な町附

宛対畿としており、約三年間、

日本に留学し一京都で研回生活を

送ったこともある 。

国本国内の艶術史家らを迎じ

て約十年前に加山氏と知り合

い、横浜市内の加山氏の自宅を

訪ねるなど交流を制りてきた 。

「加山氏の絵の中に琳恨の制

（ 。 .－

した 。がん制胞だ
けを殺すキラ

lT細胞を似者に注射してがん

を治す新しい治眠法にも倍姐が

鎮まった 。参加者は六平七十四

人で昨年より七百人近く問唱え 、

国組も二平三百六十三回と昨年

より百阻以上回唱えた 。総会
mKM
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決定寸

二次受験料１万円返還　国立大入試、門前払い組に　日本経済新聞-1987.09.10


